
    

 

 

 

戦争をしないことだけが「平和」ではない！  
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３８号 令和５年８月４日 
 

＜学校教育目標＞    自ら伸びる ともに伸びる 
 

 

 

８月４日登校日。平和集会（全校朝会）で子供たちに伝えたことを紹介いたします。 
 
７８年前の明後日８月６日，他の国と戦争をしていた日本のこの広島の地に落とされた原子爆弾で何十

万人もの方々がなくなりました。今日はそのことを振り返りながら，改めて平和の大切さについて考える
日にしたいと思います。今から皆さんに読み聞かせをする浜田桂子作『へいわってどんなこと』」から，
へいわのために自分にできることを考えてみましょう。（絵本の読み聞かせをしました） 

この絵本にたくさんのヒントがありましたね。その答えを一言で言うと・・・，大人も子どももみん
な，まわりのことを思いやって生きていくことでしょう。戦争は大人が始めることだと思っていません
か？戦争をしないことが平和だと思っていませんか？大人も子どももみんながまわりを思いやることがで
きてはじめて平和だと言えるのではないでしょうか。自分勝手なことをしない。人の悪口を言わない。暴
力を振るわない。見守りの方にあいさつができる。そんな人に１人残らずなってほしいと思います。この
夏休み，そういう生活ができていますか？ 

平和のために自分にできること，改めてしっかり考える１日にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

＜校内人事＞2-1 担任 住吉仁美助教諭（藤原香奈教諭の産休

代員）の後任として，8 月 16 日から永井美帆教諭が着任しま

す。音楽以外の２－１のすべての授業を担当する予定です。 

平和集会の様子 

学年ホワイトボ
ード（平和につい

て考える！） 

平和集会の後，

各学級で平和学
習に取り組みま
した。 


